
評卜

書
　
　
評

杉
村
貞
臣
著

『
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
王
朝
時
代
の
研
究
』

井
　
上
　
浩
　
一

　
ア
ラ
ブ
人
の
地
中
海
へ
の
進
出
に
よ
っ
て
、
古
代
地
中
海
世
界
は
解
体
し
、

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
が
誕
生
し
た
と
い
う
、
有
名
な
ピ
レ
ソ
ヌ
・
テ
ー
ゼ

を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
地
中
海
世
界
の
歴
史
に
お
い
て
、
七
世
紀
が
大
き

な
転
換
期
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
当
時
、
地
中
海
世
界
の

中
心
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
都
市
と

そ
の
周
辺
、
バ
ル
カ
ン
・
小
ア
ジ
ア
地
域
の
七
世
紀
の
歴
史
は
、
世
界
史
の

上
で
も
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
従
来
か
ら
一
貫
し
て

こ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
杉
村
廷
臣
氏
が
、
こ
の
た
び
既
発
表

の
論
文
を
ま
と
め
、
加
筆
さ
れ
て
、
『
ヘ
ラ
ク
ン
イ
オ
ス
王
朝
時
代
の
研
究
』

を
公
刊
さ
れ
た
。
そ
の
テ
ー
マ
の
重
要
性
に
ふ
さ
わ
し
い
だ
け
の
関
心
が
払

わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
分
野
が
、
本
書
に
よ
っ
て
全
面
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
は
、
我
国
の
歴
史
学
界
に
と
っ
て
、
喜
ぶ
べ
き
こ
と
と
い
え
よ
う
。

　
本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
序
言

　
第
一
章
　
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
王
朝
時
代
に
関
す
る
従
来
の
研
究
と
史
料
の

　
　
　
　
問
題

　
第
一
簸
　
従
来
の
研
究

　
第
二
節
　
史
料
の
問
題

第
二
章
　
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
王
朝
時
代
前
夜
の
ロ
ー
マ
帝
国
事
情

　
序
説

　
第
一
節
　
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
一
世
時
代
の
隆
蜷

　
晶
弟
二
節
　
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
一
世
没
後
の
混
乱

第
三
章
　
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
王
朝
時
代
に
お
け
る
帝
国
領
域
と
民
族
構
成

　
第
一
節
　
帝
国
領
域
の
縮
少

　
第
二
節
　
民
族
構
成
の
複
雑
化

第
四
童
・
　
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
王
朝
時
代
に
お
け
る
行
政
機
構
と
宗
教
儒
条

　
第
一
節
　
行
政
機
構
の
再
編
成

　
第
二
節
　
宗
教
信
条
の
統
一

第
五
章
　
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
王
朝
時
代
に
お
け
る
農
村
社
会
と
精
神
文
化

　
第
一
節
　
農
村
社
会
に
お
け
る
小
土
地
所
有
農
民
の
台
頭

　
第
二
節
　
精
神
文
化
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
的
要
素
の
再
現
と
キ
リ
ス
ト

　
　
　
教
主
義
の
深
化

第
六
章
　
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
王
朝
時
代
に
お
け
る
ビ
ュ
ザ
ソ
テ
ィ
オ
ソ
世

　
　
　
界
の
成
立

　
箪
二
節
　
ビ
ュ
ザ
ソ
テ
ィ
オ
ン
世
界
の
成
立
過
程

　
第
二
節
　
ビ
ュ
ザ
ソ
テ
ィ
オ
ン
世
界
成
立
の
意
義

結
語

　
七
世
紀
の
小
ア
ジ
ア
・
バ
ル
カ
ン
地
域
（
「
ビ
ュ
ザ
ソ
テ
ィ
オ
ソ
世
界
」
）

の
研
究
は
、
同
時
代
史
料
の
不
足
と
い
う
困
難
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ

の
時
代
を
研
究
す
る
に
際
し
て
も
っ
と
も
よ
く
用
い
ら
れ
る
史
料
が
、
九
世
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紀
初
に
書
か
れ
た
『
テ
オ
フ
一
，
ネ
ス
の
年
代
記
』
で
あ
る
と
い
っ
た
状
況
で

あ
る
。
杉
村
氏
も
、
こ
の
『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
年
代
記
』
を
丹
念
に
読
む
こ

と
を
研
究
の
出
発
点
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
史
料
」
か
ら
「
実
証
」
で
き
る

範
囲
内
で
手
堅
い
考
察
が
加
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
本
書
は
、
ポ
レ
、
ミ
…
ク

な
問
題
提
起
に
は
欠
け
る
面
が
あ
る
が
、
外
国
の
研
究
者
た
ち
の
論
争
の
中

に
漂
う
と
い
っ
た
危
う
さ
は
な
い
。
以
下
、
各
章
・
節
ご
と
に
、
そ
の
内
容

を
簡
単
に
紹
介
し
つ
つ
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ

の
晴
代
を
専
門
と
し
て
い
な
い
評
者
と
し
て
は
、
杉
村
氏
の
「
実
証
的
」
な

研
究
方
法
に
必
ず
し
も
即
し
た
形
で
は
な
く
、
本
書
を
読
ん
で
考
え
さ
せ
ら

れ
た
点
、
疑
問
に
思
っ
た
点
を
語
弊
に
記
す
こ
と
に
す
る
。
評
者
の
い
わ
ば

「
無
鉄
砲
な
」
批
判
に
対
し
て
、
杉
村
氏
が
堅
実
で
、
実
証
的
な
研
究
で
答

え
て
下
さ
り
、
そ
れ
が
研
究
の
一
層
の
進
歩
に
役
立
つ
な
ら
ば
、
評
老
に
と

っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
る
。

　
第
一
章
一
節
は
、
学
説
史
の
整
理
と
研
究
課
題
の
素
魚
で
あ
る
。
ま
ず
、

こ
の
時
代
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
都
を
画
い
て
い
た
国
家
が
、
こ
れ

ま
で
ど
う
呼
ば
れ
て
き
た
か
が
検
討
さ
れ
る
。
研
究
者
の
「
歴
史
観
の
相
違
」

に
よ
っ
て
、
こ
の
国
家
は
五
種
類
も
の
名
称
を
与
え
ら
れ
て
き
た
。
　
「
ロ
ー

マ
下
編
【
」
　
「
ビ
ュ
ザ
ソ
テ
ィ
オ
ソ
鴬
下
国
」
　
「
東
ロ
ー
マ
帝
陵
［
」
　
「
・
甲
世
ギ
リ

シ
ア
帝
国
」
　
「
中
世
ロ
ー
マ
帝
国
」
で
あ
る
。
杉
村
氏
は
、
ア
ウ
グ
ス
ツ
ス

か
ら
一
四
五
三
年
ま
で
を
含
み
う
る
も
っ
と
も
包
括
的
な
概
念
で
あ
り
、
か

つ
同
時
代
人
も
用
い
て
い
た
、
　
「
ロ
ー
マ
帝
国
」
と
い
う
用
語
を
採
用
さ
れ

る
。
続
い
て
七
世
紀
の
「
ロ
ー
マ
帝
国
」
、
す
な
わ
ち
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
王

朝
時
代
（
六
一
〇
t
七
＝
）
に
関
す
る
従
来
の
研
究
を
整
理
し
て
、

　
④
こ
の
時
代
の
実
態
を
特
徴
的
に
指
摘
し
た
見
解

　
㈲
「
ビ
ュ
ザ
ソ
テ
ィ
オ
ソ
帝
国
史
」
の
時
代
区
分
の
境
昌
と
見
な
す
見
解

　
㊨
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
な
か
で
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
見
解

に
わ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
研
究
を
紹
介
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
従
来

の
研
究
を
整
理
し
た
の
ち
、
本
書
の
課
題
が
提
起
さ
れ
る
。
　
「
ア
ラ
ブ
人
や

ス
ラ
ヴ
人
を
主
と
す
る
ロ
ー
マ
帝
国
周
辺
諸
民
族
の
動
向
」
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

　
④
そ
れ
が
帝
国
に
与
え
た
影
響
。
領
域
の
縮
少
と
民
族
構
成
の
複
雑
化

－
第
三
章
。

　
㈲
そ
れ
に
対
す
る
帝
圏
の
統
治
老
の
対
応
。
行
政
機
構
の
改
革
と
宗
撒
政

策
　
　
第
四
章
。

　
㊥
そ
れ
に
伴
な
う
帝
国
の
社
会
と
文
化
の
変
化
。
農
村
社
会
と
精
神
文
化

一
1
第
五
章

が
本
書
の
主
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
。

　
杉
村
氏
は
学
説
史
の
整
理
を
、
e
国
家
名
称
、
⇔
三
つ
の
見
解
、
に
わ
け

て
行
な
わ
れ
た
が
、
⇔
に
つ
い
て
は
、
氏
が
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
、
G
・

オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス
キ
ー
の
『
ビ
ザ
ン
ツ
国
家
史
』
な
ど
は
、
明
ら
か
に
こ
の

三
つ
の
立
場
・
見
解
を
三
つ
と
も
含
ん
で
い
る
（
彼
の
著
書
の
魅
力
は
そ
こ

に
あ
る
）
。
氏
の
よ
う
な
分
類
・
整
理
の
仕
方
は
余
り
意
味
が
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
評
者
の
考
え
で
は
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ナ
ス
王
朝
時
代
の
研
究
は
、

④
古
代
ロ
ー
マ
な
い
し
後
期
ロ
ー
マ
と
の
連
続
面
を
強
調
す
る
見
解
、
㈹
こ

の
時
代
に
漸
し
い
要
素
が
生
ま
れ
た
と
し
て
、
ロ
ー
マ
的
な
も
の
と
の
断
絶

を
強
調
す
る
見
解
、
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
例
、
　
「
テ
マ
制
論
争
」
）
。

こ
の
よ
う
に
連
続
・
断
絶
陸
墨
を
学
説
整
理
の
基
準
と
す
る
な
ら
ば
、
O
国

家
名
称
の
検
討
も
、
氏
が
考
え
て
お
ら
れ
る
の
と
は
別
の
意
味
を
も
つ
だ
ろ

う
。
託
つ
の
名
称
は
、
ロ
ー
マ
と
い
う
語
を
含
む
グ
ル
ー
プ
（
ロ
ー
マ
帝
国
、

東
β
ー
マ
帝
圏
、
中
世
ロ
ー
マ
帝
国
）
と
、
含
ま
な
い
グ
ル
ー
プ
（
ビ
ュ
ザ
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評書

ン
テ
ィ
オ
ソ
帝
国
、
中
世
ギ
リ
シ
ア
帝
国
）
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前

者
の
用
語
法
に
は
、
ロ
ー
マ
な
い
し
後
期
ロ
ー
マ
と
の
連
続
の
認
識
が
含
ま

れ
て
お
り
、
後
者
に
は
、
ロ
…
マ
と
は
異
な
る
新
し
い
圏
家
と
い
う
認
識
が

前
提
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
無
論
、
各
々
の
中
に
も
ニ
ュ
ア
ン
ス
の

差
は
あ
り
、
社
会
の
各
分
野
毎
で
も
、
連
続
、
断
絶
の
度
合
に
違
い
は
あ
ろ

う
が
）
。
一
つ
の
用
語
・
概
念
の
採
用
に
も
実
は
深
い
意
味
、
ま
さ
に
「
研

究
者
の
歴
史
観
」
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
評
者
は
考
え
る
。
杉
村
茂
が
こ
の

点
を
論
じ
ら
れ
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
本
書
の
表
題
を
『
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ォ

ス
王
朝
誌
代
の
研
究
』
と
さ
れ
て
、
ロ
ー
マ
と
も
ビ
ュ
ザ
ソ
テ
ィ
オ
ソ
と
も

中
世
と
も
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
に
、
概
念
論
争
よ
り
も
、
対
象
そ
の
も
の
に
実

証
的
に
迫
ろ
う
と
い
う
幾
の
方
法
・
研
究
姿
勢
が
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
が
本
書
の
特
色
で
は
あ
る
が
、
反
面
、
従
来
の
研
究
史

に
対
す
る
配
慮
の
不
充
分
さ
と
い
う
点
で
、
弱
点
と
も
な
っ
て
い
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
三
一
五
の
各
面
に
対
す
る
批
判
と

し
て
、
具
体
的
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
第
二
章
で
は
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス

王
朝
時
代
に
お
け
る
帝
圏
の
変
貌
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、

そ
の
前
時
代
h
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
王
朝
時
代
（
五
一
八
－
六
〇
エ
）
の
考

察
が
行
な
わ
れ
る
。
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
大
帝
の
名
は
高
い
が
、
我
鼠
で
は

そ
の
時
代
に
関
す
る
文
献
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
だ
け
に
、
本
章
の
叙
述
は

貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

　
第
三
章
一
節
で
は
、
ま
ず
オ
リ
エ
ン
ト
、
ア
フ
リ
カ
の
諸
地
方
が
ア
ラ
ブ

人
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
る
過
程
を
、
　
『
テ
オ
フ
一
・
ネ
ス
の
年
代
記
』
に
よ
り
つ

つ
闘
ら
か
に
す
る
。
続
い
て
バ
ル
カ
ン
の
国
境
線
の
変
化
を
、
や
は
り
年
代

記
史
料
に
よ
り
つ
つ
検
討
し
、
東
北
部
の
一
角
を
除
い
て
は
、
大
き
な
変
化

は
な
か
っ
た
と
い
う
結
論
が
出
さ
れ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
、
地
申
海
諸
島
、

イ
ス
パ
ニ
テ
、
ケ
ル
ン
…
ン
（
ク
リ
ミ
ア
半
島
）
の
帝
国
領
に
つ
い
て
も
同

様
の
考
察
を
加
え
た
上
で
、
帝
国
は
、
ラ
テ
ン
、
オ
リ
エ
ン
ト
両
文
化
圏
を

失
い
、
ギ
リ
シ
ア
文
化
圏
（
．
ハ
ル
カ
ソ
・
小
ア
ジ
ア
）
の
み
を
保
持
す
る
に

至
っ
た
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
七
世
紀
の
バ
ル
カ
ン
半
島
に
つ
い
て
は
、
ス
ラ
ヴ
人
、
ブ
ル
ガ
ー
ル
人
の

侵
入
・
定
住
に
よ
っ
て
、
ロ
ー
マ
（
ギ
リ
シ
ア
）
人
が
姿
を
消
し
た
の
か
、

そ
れ
と
も
存
続
し
た
の
か
と
い
う
論
争
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
も
、
罠

族
交
代
蓑
断
絶
か
、
古
代
の
連
続
か
と
い
う
問
題
の
一
鶴
を
な
す
も
の
で
あ

る
。
杉
村
氏
は
、
論
争
史
は
一
応
棚
上
げ
さ
れ
て
、
　
『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
年
代

記
』
な
ど
を
用
い
て
、
実
証
的
に
右
の
よ
う
な
結
論
を
出
さ
れ
た
。
し
か
し

年
代
記
史
料
の
性
格
を
考
え
る
な
ら
ば
、
氏
の
よ
う
な
「
実
証
」
そ
の
も
の

の
有
効
性
に
限
界
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
別
の
史
料
、
宗
教
会
議
へ
の
各
主

教
の
出
席
の
記
録
、
考
古
学
資
料
、
地
名
学
な
ど
を
併
せ
て
用
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
は
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
側
面
か
ら
行

な
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
、
年
代
記
の
記
事
を
鵜
飲
み
に
す

る
こ
と
は
、
　
「
実
証
的
」
と
は
い
え
な
い
。

　
第
三
章
二
節
で
は
、
こ
の
時
代
の
ロ
ー
マ
帝
国
の
民
族
構
成
に
つ
い
て
、

ギ
リ
シ
ア
人
（
撰
ー
マ
入
と
自
称
）
か
ら
成
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
こ
ヘ
ス
ラ

ヴ
人
、
ブ
ル
ガ
ー
ル
人
な
ど
が
来
入
し
、
帝
国
の
民
族
構
成
が
ま
た
複
雑
化

し
て
い
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
王
朝
疇
代
の
民
族
構
成
を
「
複
雑
化
」
と
い
う
形
で
総

括
す
る
の
は
一
面
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
王
朝
晴
代
の
初
期
に
生
じ
た
、

ラ
テ
ン
小
諸
民
族
、
オ
リ
エ
ン
ト
の
セ
ム
・
ハ
ム
系
諸
民
族
の
帝
国
か
ら
の

自
立
を
も
合
わ
せ
て
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
前
代
（
ユ
ス
テ
ィ
ニ

ア
ヌ
ス
王
朝
時
代
）
の
多
様
な
罠
族
構
成
か
ら
、
ギ
リ
シ
ア
人
ー
ス
ラ
ヴ
人
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（
含
ブ
ル
ガ
ー
ル
）
と
い
う
二
元
的
な
昆
族
構
成
に
変
っ
た
と
総
括
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
二
元
的
な
罠
族
構
成
を
も
つ
世
界
こ
そ
が
、
　
「
ビ

ュ
ザ
ソ
テ
ィ
オ
ソ
世
界
」
に
他
な
ら
な
い
と
評
者
は
考
え
る
（
後
述
）
。

　
第
四
章
一
節
は
、
中
央
の
行
政
機
構
皿
ロ
ゴ
テ
テ
ー
ス
昏
昏
、
及
び
地
方

の
行
政
蹉
テ
マ
制
度
の
起
源
が
論
じ
ら
れ
る
。
ロ
ゴ
テ
テ
ー
ス
機
構
に
つ
い

て
は
、
　
H
じ
d
．
切
庫
蔓
の
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
　
『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
年
代

記
』
よ
り
、
六
一
一
i
ニ
工
年
の
間
に
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
帝
に
よ
っ
て
創

設
さ
れ
た
と
結
論
さ
れ
る
。
テ
マ
制
に
つ
い
て
も
、
同
年
代
記
に
現
わ
れ
る

「
テ
マ
魅
要
心
」
と
い
う
語
の
語
義
の
変
化
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
年
代
記
』
に
よ
る
限
り
で
は
、
六
一
二
年
か
ら
六
二

二
年
に
至
る
難
問
に
テ
マ
制
度
が
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
」
と
、
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス
キ
ー
説
に
近
い
結
論
を
幾
さ
れ
た
。
か
く
し
て

杉
村
氏
は
、
そ
の
世
数
百
年
に
わ
た
る
帝
国
行
政
制
度
の
起
源
を
、
ヘ
ラ
ク

レ
イ
オ
ス
帝
即
位
直
後
の
大
改
革
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
テ
マ
制
の
起
源
を
め
ぐ
っ
て
は
長
い
論
争
史
が
あ
る
。
杉
村
氏
は
『
テ
オ

フ
ァ
ネ
ス
の
年
代
記
』
に
お
け
る
「
テ
マ
」
と
い
う
語
の
意
味
と
い
う
点
か

ら
こ
の
問
題
を
再
考
し
よ
う
と
さ
れ
た
。
氏
は
六
一
一
／
二
年
の
条
（
ヘ
ラ

ク
レ
イ
オ
ス
帝
に
よ
る
軍
団
調
査
の
記
事
）
の
テ
マ
は
軍
団
の
意
で
用
い
ら

れ
、
六
二
一
／
二
年
の
条
で
は
地
域
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間

に
、
軍
管
区
罰
テ
マ
が
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
軍
団
調
査
の
記
事
は
、

同
一
記
事
が
六
〇
二
年
の
条
に
も
あ
り
、
ま
た
別
の
年
代
記
作
者
は
同
じ
調

査
を
六
二
六
／
七
年
の
こ
と
と
し
て
記
し
て
い
る
。
論
証
は
省
く
が
、
日
付

と
し
て
は
六
二
六
／
七
年
が
正
し
く
、
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
は
叙
述
を
効
果
的
に

す
る
た
め
に
、
こ
の
記
事
を
フ
ォ
ー
カ
ス
帝
の
即
位
直
後
（
六
〇
二
）
、
　
ヘ

ラ
ク
レ
イ
オ
ス
帝
の
即
位
直
後
（
六
一
一
／
二
）
に
お
い
た
の
で
あ
る
。
　
『
テ

オ
フ
ァ
ネ
ス
の
年
代
記
』
か
ら
は
、
氏
の
よ
う
な
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
は

不
可
能
で
、
他
の
史
料
を
用
い
て
の
よ
り
細
か
い
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

な
お
氏
は
状
況
証
拠
と
し
て
、
六
一
一
…
二
二
年
が
相
対
的
な
安
定
期
で
あ

り
、
改
革
1
ー
テ
マ
制
実
施
を
行
な
う
機
会
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
事
態
は

逆
で
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
自
身
、
都
を
捨
て
て
カ
ル
タ
ゴ
へ
移
ろ
う
と
し
た

ほ
ど
の
混
乱
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
第
四
章
二
節
で
は
、
キ
リ
ス
ト
の
位
格
を
め
ぐ
る
二
つ
の
教
説
、
単
性
論

（
オ
リ
エ
ン
ト
文
化
圏
で
有
力
）
と
両
性
論
（
ギ
リ
シ
ア
・
ラ
テ
ン
文
化
圏

で
有
力
）
の
論
争
に
対
す
る
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
王
朝
歴
代
の
皇
帝
の
対
応

が
述
べ
ら
れ
る
。
　
「
ロ
ー
マ
帝
蛮
民
を
精
神
的
に
一
体
化
さ
せ
る
た
め
に
」
、

ヘ
ラ
ク
ン
イ
オ
ス
帝
は
、
総
主
教
と
は
か
っ
て
、
折
衷
的
な
教
説
、
　
「
聖
意

論
」
を
提
課
し
た
。
し
か
し
「
単
独
論
」
が
支
持
さ
れ
た
の
は
ギ
リ
シ
ア
文

化
圏
の
み
で
、
オ
リ
エ
ン
ト
で
は
や
は
り
単
性
論
、
西
方
で
は
両
性
（
観
応
）

論
が
有
力
で
あ
っ
た
。
　
「
愚
意
論
」
は
結
局
六
八
○
年
の
公
会
議
で
廃
止
さ

れ
る
。
　
「
皆
皆
論
」
の
提
唱
か
ら
否
定
へ
の
歴
史
（
六
一
八
－
八
○
）
は
、

異
数
徒
（
ペ
ル
シ
ア
人
、
ア
ラ
ブ
人
）
と
の
対
立
と
い
う
面
か
ら
説
明
さ
れ

て
い
る
。

　
右
に
要
約
し
た
限
り
で
は
氏
の
見
解
は
明
快
で
あ
る
。
し
か
し
「
寸
意
論
」

の
評
価
に
関
し
て
若
干
の
混
乱
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
　
「
旨
意
論
」
が
ギ
リ

シ
ア
文
化
圏
で
有
力
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
氏
は
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
帝
が

「
単
意
論
」
を
と
っ
た
の
は
、
ギ
リ
シ
ア
文
化
圏
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
結
論
は
氏
の
叙
述
全
体
と
も
矛
盾
す
る
も
の
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
「
単
意
字
」
と
は
、
ラ
テ
ン
文
化
圏
、
オ
リ
エ
ン
ト

文
化
圏
の
両
者
を
確
保
せ
ん
と
し
て
出
さ
れ
た
、
政
治
色
の
濃
い
、
折
衷
的

な
教
説
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
肉
の
叙
述
か
ら
も
、
　
「
奥
意
論
」
の
提
唱
は
、
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毛書

「
ロ
ー
噂
、
帝
国
の
地
中
海
世
界
支
配
」
の
維
持
・
再
建
を
め
ざ
し
た
も
の
と

い
う
評
価
が
出
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
矛
盾
が
生
じ
た
の
か
。
そ
の
原
因
を
評
者
は
、
氏
が
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス

帝
の
即
位
で
も
っ
て
時
代
区
分
し
よ
う
と
さ
れ
た
点
に
求
め
た
い
。
同
帝
即

位
（
六
一
〇
）
以
降
を
「
ロ
ー
マ
帝
政
の
ビ
ュ
ザ
ン
テ
ィ
オ
ソ
世
界
の
蒋
代
」

つ
ま
り
ギ
リ
シ
ア
文
化
圏
に
収
縮
し
た
時
代
と
す
る
考
え
方
が
、
皇
帝
の
行

な
っ
た
「
単
正
論
」
の
提
幅
を
、
ギ
リ
シ
ア
文
化
圏
の
確
保
の
た
め
と
評
価

す
る
背
景
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
皇
帝
単
位
で
行
な

う
時
代
区
分
に
は
多
く
の
難
点
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
第
五
章
一
節
で
は
、
『
農
民
法
』
を
用
い
て
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
王
朝
時

代
の
農
村
社
会
が
囲
ら
か
に
さ
れ
る
。
ま
ず
『
農
民
法
』
に
く
り
か
え
し
現

わ
れ
る
ゲ
オ
ー
ル
ゴ
ス
誘
e
ミ
鼻
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
、
ゲ
オ
ー
ル

ゴ
ス
と
は
、
小
土
地
所
有
自
営
農
民
、
農
業
財
産
（
土
地
・
家
畜
）
所
有
者
、

農
業
労
働
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
続
い
て
こ
れ
ら
の
ゲ
オ

ー
ル
ゴ
ス
の
土
地
所
有
に
対
す
る
國
家
の
保
護
政
策
が
述
べ
ら
れ
る
。
氏
は
、

貧
困
化
し
た
農
民
が
た
だ
ち
に
土
地
を
処
分
す
る
の
で
は
な
く
、
折
半
小
作

に
出
し
て
、
収
穫
の
半
分
を
得
る
と
い
う
制
度
に
注
軽
し
、
　
「
ヘ
ラ
ク
レ
イ

オ
ス
王
朝
時
代
の
統
治
考
は
、
農
産
物
折
半
に
よ
る
農
地
貸
借
方
法
を
提
示

し
て
、
農
地
所
有
者
の
貧
函
化
を
防
止
す
る
の
に
努
め
た
と
言
え
よ
う
」
と

ま
と
め
て
お
ら
れ
る
。

　
本
節
は
ま
ず
個
々
の
農
罠
に
つ
い
て
検
討
し
、
続
い
て
国
家
と
農
民
の
関

係
を
み
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
時
代
の
農
村
社
会
を

考
察
す
る
に
際
し
て
は
、
両
者
の
媒
介
項
と
し
て
の
村
落
共
同
体
の
問
題
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
り
か
ソ

欠
く
わ
け
に
は
ゆ
く
ま
い
（
『
農
民
法
』
で
は
村
と
し
て
現
わ
れ
、
共
有

地
の
所
有
主
体
で
あ
り
、
土
地
の
分
割
、
租
税
の
連
帯
責
任
な
ど
に
際
し
て

機
能
す
る
）
。
氏
が
共
同
体
の
問
題
を
省
き
、
隣
家
－
扇
屋
と
い
う
形
で
農

村
社
会
を
論
じ
ら
れ
た
の
は
、
氏
の
『
農
罠
法
』
理
解
と
深
く
結
び
つ
い
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
氏
は
『
農
民
法
』
を
国
家
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
法

令
集
と
み
て
お
ら
れ
る
が
、
学
界
で
は
、
私
的
な
法
書
、
慣
習
法
・
裁
判
記

録
の
集
成
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
有
力
で
あ
る
（
P
・
ル
メ
ル
ル
、
F
・
デ

ル
ガ
ー
）
。
評
者
は
、
　
の
ち
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
王
朝
時
代
と
は
異
な
っ
て
、
こ

の
時
代
、
国
家
は
ま
だ
済
々
の
農
民
を
完
全
に
は
把
握
で
き
ず
、
村
落
内
の

問
題
に
つ
い
て
は
共
同
体
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
た
と
考
え
る
。
氏
が

国
家
に
よ
る
小
農
民
保
護
政
策
と
さ
れ
た
折
半
小
作
制
も
、
実
は
共
同
体
内

の
相
互
扶
助
的
な
制
度
（
確
か
に
国
家
に
よ
る
税
の
連
帯
責
任
制
の
影
響
を

受
け
た
が
）
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
五
章
二
節
で
は
、
こ
の
時
代
の
文
化
に
つ
い
て
、
ギ
リ
シ
ア
的
要
素
の

表
面
化
と
、
キ
ジ
ス
ト
教
的
抽
象
主
義
の
傾
向
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
指
摘

さ
れ
、
続
い
て
、
音
楽
・
美
術
・
文
芸
に
お
け
る
そ
の
具
体
的
な
現
わ
れ
が

検
討
さ
れ
る
。
節
の
後
半
は
、
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
傾
向
が
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ

オ
ス
帝
個
人
に
ど
う
現
わ
れ
て
い
．
る
か
の
検
討
で
あ
る
。
彼
に
よ
っ
て
ロ
ー

マ
皇
帝
の
称
号
が
、
ラ
テ
ン
語
か
ら
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
馬
§
へ
鳶
発
に
変
え
ら

れ
た
こ
と
、
彼
の
対
ペ
ル
シ
ア
遠
征
が
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
「
十

字
軍
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ア
的
要
素
、
キ
リ
ス

ト
教
的
神
秘
主
義
の
指
摘
は
妥
嶺
な
も
の
で
あ
り
、
具
体
例
も
適
切
と
思
わ

れ
る
が
、
本
節
は
結
局
の
と
こ
ろ
個
別
の
論
証
に
終
っ
て
い
る
観
が
強
い
。

こ
の
二
つ
の
要
素
は
、
次
の
世
紀
に
「
偶
像
破
壊
論
争
」
と
い
う
形
で
激
し

く
対
立
し
、
そ
れ
を
経
て
最
終
的
に
融
合
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
融
合
、
す

な
わ
ち
ギ
リ
シ
ア
正
教
の
確
立
こ
そ
が
「
ビ
ュ
ザ
ン
テ
ィ
オ
ソ
世
界
」
の
確

立
の
文
化
史
的
内
容
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
こ
の
二
つ
の
要
素
は
、
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ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
王
朝
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
。
重
要

な
の
は
こ
の
点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
帝
の
ペ
ル
シ
ア
遠

征
に
つ
い
て
、
氏
は
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス
キ
ー
や
賭
．
国
．
b
d
ρ
巷
談
①
。
。
（
ベ
イ
ネ

ス
で
は
な
く
べ
イ
ン
ズ
で
あ
ろ
う
）
の
説
に
従
っ
て
、
　
「
聖
十
字
架
の
奪
回

1
1
十
字
軍
」
と
み
な
し
て
お
ら
れ
る
。
が
ベ
イ
ソ
ズ
説
に
対
し
て
は
、
氏
も

し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
A
・
N
・
ス
ト
ラ
ト
ス
が
批
判
を
加
え
て
お
り
、
こ

の
戦
争
に
お
け
る
墾
十
字
置
の
意
味
を
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
考
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
評
者
は
、
こ
の
戦
争
の
意
義
は
、
オ
リ
エ
ン
ト
志
州

の
奪
回
臨
「
P
ー
マ
帝
国
の
地
中
海
世
界
支
配
」
の
再
建
に
あ
る
と
考
え
る
。

「
ロ
ー
マ
帝
国
の
地
中
海
世
界
支
配
」
は
、
こ
の
あ
と
六
三
〇
年
代
半
ば
か

ら
の
ア
ラ
ブ
人
の
進
出
に
よ
っ
て
最
終
的
に
打
破
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
時
代

区
分
の
画
期
は
そ
こ
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
　
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ナ
ス
の

「
改
革
」
な
る
も
の
は
、
旧
秩
序
の
維
持
を
は
か
っ
た
も
の
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
，
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
帝
の
即
位
で
も
っ
て
す
る
杉
村
氏
の
時
代

区
分
論
は
、
テ
マ
制
、
単
意
論
の
評
価
、
対
ペ
ル
シ
ア
遠
征
の
意
味
な
ど
多

く
の
点
で
破
綻
を
示
し
て
お
り
、
再
考
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
第
六
章
一
節
で
は
、
三
i
五
章
の
考
察
を
総
合
し
、
こ
の
時
代
に
「
キ
リ

ス
ト
教
を
基
盤
と
し
た
ギ
リ
シ
ア
的
ロ
ー
マ
帝
国
」
が
出
現
し
た
こ
と
が
述

べ
ら
れ
た
の
ち
、
帝
国
の
ギ
リ
シ
ア
化
、
キ
リ
ス
ト
教
の
深
化
が
、
　
「
ビ
ュ

ザ
ン
テ
ィ
オ
ソ
世
界
の
成
立
」
と
い
う
雷
葉
で
衷
現
さ
れ
る
。
氏
は
ヘ
ラ
ク

レ
イ
オ
ス
王
朝
以
後
を
「
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け
る
ビ
ュ
ザ
ソ
テ
ィ
オ
ン
世
界

の
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
第
六
章
二
節
で
は
、
こ
の
変
化
を
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
史
の
中
に
位
置
づ
け
て
、
　
「
ビ
ュ
ザ
ソ
テ
ィ
オ
ソ
世
界
の
成
立
」
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
古
代
か
ら
中
世
へ
の
移
行
の
一
環
を
な
し
、
ギ
リ
シ
ア
中

世
の
成
立
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。

　
一
般
に
は
四
世
紀
以
降
を
ビ
ザ
ソ
ツ
時
代
と
呼
ぶ
の
に
対
し
て
、
杉
村
氏

は
ロ
ー
マ
帝
国
の
地
中
海
世
界
支
配
か
ら
ギ
リ
シ
ア
文
化
圏
の
み
の
支
配
へ

の
変
化
を
重
視
し
て
、
七
世
紀
以
降
を
「
ビ
ュ
ザ
ソ
テ
ィ
オ
ソ
世
界
の
時
代
し

と
さ
れ
て
い
る
。
時
代
区
分
の
基
準
と
し
て
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
帝
の
改
革
を

強
調
さ
れ
る
の
に
は
疑
問
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
妥
当
な
説
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
ロ
ー
マ
帝
国
と
ビ
ュ
ザ
ソ
テ
ィ
オ
ソ
世
界
の
関
係
に
つ
い
て
、
　
「
こ

の
ギ
リ
シ
ア
文
化
圏
を
領
有
し
た
ロ
ー
マ
帝
国
を
ビ
ュ
ザ
ソ
テ
ィ
オ
ソ
世
界

と
い
う
」
（
三
三
四
ペ
ー
ジ
）
と
い
っ
た
表
現
は
誤
解
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。

氏
の
真
意
は
、
国
家
は
連
続
し
た
が
、
そ
の
国
察
が
支
配
す
る
領
域
・
世
界

は
、
こ
の
七
世
紀
に
変
っ
た
と
い
う
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
と
も
か
く
二
つ

の
概
念
の
相
互
関
係
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
氏
は
ス
ラ

ヴ
人
、
ブ
ル
ガ
ー
ル
人
が
帝
国
よ
り
離
脱
し
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
「
ビ

ェ
ザ
ソ
テ
ィ
オ
ソ
世
界
」
対
「
バ
ル
バ
ロ
イ
」
と
い
う
図
式
を
出
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
こ
れ
は
ス
ラ
ヴ
人
を
単
に
「
ビ
ュ
ザ
ソ
テ
ィ
オ
ソ
文
化
」
を
受

容
す
る
だ
け
の
存
在
と
し
か
把
え
て
お
ら
ず
、
彼
ら
の
果
し
た
役
割
を
正
し

く
理
解
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
帝
国
の
政

治
的
支
配
下
に
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
彼
ら
は
ま
さ
に
「
ビ
ュ
ザ
ソ
テ
ィ

オ
ソ
世
界
」
の
人
々
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
氏
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
理
解
に
つ
い
て
も
若
千
の
疑
問
を
も
っ
た
。
氏
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
を
地
理
的
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
　
「
ビ
ュ
ザ
ソ
テ
ィ
オ
ソ
世

界
成
立
嶺
初
の
ロ
ー
マ
帝
国
と
は
、
ま
さ
に
数
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
（
ゲ

ル
マ
ン
諸
王
国
、
ア
ヴ
ァ
ー
ル
王
園
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
王
国
な
ど
1
評
者
）

の
な
か
の
一
国
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
　
（
三
二
六
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
具
合
で
あ

る
。
氏
は
ロ
ー
マ
皇
帝
権
の
意
義
を
強
調
さ
れ
る
が
、
そ
れ
も
他
の
諸
王
国

に
対
し
て
、
　
「
ビ
ュ
ザ
ン
テ
ィ
オ
ン
世
界
が
優
越
性
を
自
認
し
て
い
た
」
と
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い
う
こ
と
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
評
者
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
歴
史
的
概
念
と

し
て
住
え
て
こ
そ
、
ロ
ー
マ
皇
帝
権
の
真
の
重
要
性
が
理
解
で
き
る
と
考
え

る
。
中
世
ヨ
…
ロ
ッ
パ
の
形
成
が
ロ
…
マ
皇
帝
権
の
復
活
と
い
う
形
を
と
っ

た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
単
に
古
代
の
伝
統
、
古
代
的
権
威

を
継
承
し
て
中
世
が
生
ま
れ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
代
に
現
実
に

存
在
す
る
ロ
ー
マ
皇
帝
権
（
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
）
、
そ
の
普
遍
的
権

威
か
ら
の
自
立
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考

え
る
な
ら
ば
、
氏
の
い
う
「
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
史
上
の
古
代
か
ら
中
世
へ
の
移
行
」

（
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
古
代
史
と
は
耳
慣
れ
な
い
蓑
現
だ
が
）
と
は
、
単
に
各
民
族

・
国
家
の
古
代
か
ら
中
世
へ
の
移
行
の
総
和
で
は
な
く
、
ロ
ー
マ
皇
帝
権
を

軸
と
す
る
世
界
体
系
の
変
化
と
し
て
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
ロ
ー
マ
帝
国
の
ギ
リ
シ
ア
化
は
、
一
国
家
の
変
化
の
問
題
だ
け
で

は
な
く
、
古
代
ロ
ー
マ
批
界
の
変
化
、
新
し
い
世
界
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
も

そ
．
の
ひ
と
つ
）
へ
の
移
行
の
要
を
な
す
問
題
で
あ
る
。
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
王

朝
時
代
の
重
要
性
は
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
著
者
の
誤
解
や
ケ
ア
レ
ス
ー
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
誤
り
が
い
く
つ
か
目
に

つ
い
た
が
、
紙
数
の
都
合
上
ひ
と
つ
だ
け
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
　
銭
n

急
町
渓
9
q
曹
。
n
弐
昔
9
器
を
氏
は
「
ケ
ル
ソ
ー
ン
の
斜
面
」
と
訳
し
、
　
ク

リ
ミ
ア
半
島
ヤ
イ
ラ
山
脈
の
西
側
の
こ
と
と
さ
れ
る
が
、
中
世
ギ
リ
シ
ア
語

で
は
支
昔
黛
は
「
地
域
」
を
意
味
す
る
。
テ
マ
が
帝
国
の
正
規
の
行
政
区
画

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ク
ジ
マ
と
は
ま
だ
テ
マ
制
が
敷
か
れ
て
い
な
い
地
域

・
地
方
を
表
現
す
る
時
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
。
ケ
ル
ソ
ー
ン
も
そ

う
で
あ
っ
た
が
、
ク
リ
マ
が
昇
格
し
て
テ
マ
に
な
る
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
な
お
氏
は
テ
マ
・
ケ
ル
ソ
ー
ン
の
設
置
を
一
〇
世
紀
と
し
て

お
ら
れ
る
が
、
九
世
紀
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
杉
村
氏
の
労
作
に
つ
い
て
紹
介
と
批
判
を
行
な
っ
た
。
紙
数
の
都

合
上
、
本
書
か
ら
学
ん
だ
多
く
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

本
書
の
真
価
を
充
分
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
し
て
い
る
。
ま
た
評
者
の
行
な
っ
た
批
判
も
、
杉
村
氏
の
深
い
専
門
知
識

の
ご
く
蓑
面
を
な
ぜ
た
だ
け
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
氏
の
御
寛
容
を
乞
い
た
く

思
う
。
と
も
か
く
、
こ
れ
ま
で
我
国
で
は
ほ
と
ん
ど
手
が
つ
け
ら
れ
な
か
っ

た
テ
ー
マ
、
し
か
も
世
界
史
的
に
み
て
重
要
な
テ
ー
マ
に
、
一
貫
し
て
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
杉
村
氏
の
功
績
は
大
き
く
、
本
書
の
刊
行
は
画
期
的
な
意

味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

（
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